




我が国の平和と安全を堅守する使命を持つ研究者として、基礎
的知識と技術を十分に習得した上で、先進技術を駆使した研究
開発及び技術行政に関わっていく役割。

研究職技官は、防衛装備品の研究開発に係る業務に幅広く
従事する中で、主に次の4つの役割を担っています。

防衛装備庁では、我が国の平和と独立を守る陸・海・空各自衛隊が求める

防衛装備品の研究開発を計画的に実施し、激変する世界情勢に対応する装備品の

将来構想と将来の運用ニーズ・技術シーズを踏まえた研究を推進しています。開発においては、

研究成果や過去の開発教訓を踏まえた試作開発及びその評価試験を行っています。

研究の流れ

防衛装備庁における
研究職技官の役割

装備品の研究開発

01

大規模なチームをコミュニケーション力と統率力でまとめるプロ
ジェクトリーダーとして、次の時代の装備ニーズを予測し、困難な
開発課題を乗り越えていく役割。

02

幅広い知見と業務経験を有した行政官として、他省庁とも密接
な対話と連携を図り、防衛装備庁の開発・運用ノウハウを活用し
た効率的な技術行政を進めていく役割。

03

たしかな語学力や国際的視野を備えたグローバルな人材として、
諸外国との交流をはじめ、重要性の高い国際共同研究開発、装
備・技術移転の場で活躍していく役割。

04

開発
Development

技術的シーズや運用上のニーズから
装備品の将来構想を描きます。

将来構想

装備品の創製に必要となる要素技術
について研究します。

研究

各自衛隊等のニーズを踏まえて、開発
及び試作品製作を行います。

開発

設計基準の機能・性能を満たしている
か、試作品を試験評価します。

試験評価

試験評価
Test & Evaluation 

研究
Research

将来構想
Planning

上記の流れで装備品の研究開発を行う研究所に加え、我が国の防衛や社会の在り方を大きく変える成果の創出を

目指す研究所として、防衛装備庁は２０２４年１０月に防衛イノベーション科学技術研究所を創設しました。

防衛イノベーション科学技術研究所は、
恵比寿ガーデンプレイスタワーにオフィスを置き、
以下のコンセプトで、これまでとは全く異なる
研究成果の創出を目指していきます。

防衛イノベーションの
実現に向けた新たな研究所
防衛イノベーション科学技術研究所

既存の研究開発の枠組み・思考から脱却

従来の常識を覆すブレークスルーへの挑戦

様々な可能性を有する科学技術の探索・活用

 Innovation
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